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当館のカメラコレクションについて（その２） 

 

*豊川公裕                                            Kimihiro TOYOKAWA 

 

   要旨：当館の収蔵資料として，カメラ及びその周辺資料の充実は目覚しい。もっともそれはまだ緒に

ついたばかりであり，カメラ全体の点数からみれば微々たるものであろう。しかし，当館にと

ってこれまで常設展にかかる資料収集や特別展・企画展等での収集活動に加えて，一つの特色

ある収蔵資料群となりつつあり，その全容を公開して周知することは，当館の資料活用に大き

く資するものと思われる。筆者は本研究報告第 14 号（平成 19 年３月）において，「当館のカ

メラコレクションについて」を発表しているが，小稿はその続編である。展示活動だけでなく，

あらゆる機会に当館の収蔵資料が活用されるべく，その一環として小稿及び目録が活用される

ことを期待するものである。 

  キーワード：科学館資料 カメラ コレクション  

 

 

１ はじめに 

 筆者はかつて，千葉県立現代産業科学館（以下，

当館と略す）が収蔵するカメラ及びその周辺資料

を広く知ってもらおうと，「当館収蔵のカメラコレ

クションについて」を執筆したが（１），その内容

は，平成17年度受入の小久保コレクション（一次

受入分。千葉県市川市在住の小久保勝弘氏収集）

と平成18年度受入の佐々木コレクション（福井県

坂井市所在の称名寺住職の故・佐々木智夫氏収集）

に関するものであったが(２)，その後当時まだ整理

の済んでいなかった小久保コレクションの二次受

入分については紹介することができなかった。 

また，平成 19 年２月～３月の収蔵資料展「昭

和のクラシックカメラ‐佐々木コレクションから

‐」の開催以降，平成 20 年９月～12 月のサイエ

ンスドームギャラリー展示「カメラコレクション」

（内容を三期に分けたミニ展示）(３)，平成21年

10月～11月の開館15周年記念収蔵資料展「カメ

ラの世界‐なつかしの名機・大衆機たち‐」（以下，

「カメラの世界」展と略す）と続いた当館におけ

るカメラ関連の展示会を通じて，当館がカメラを

産業技術資料として収集・保管していることを知

った見学者や一般県民の方からのカメラの寄贈申

込や小久保コレクション三次受入分及び佐々木須

磨子氏（故・佐々木智夫氏夫人）からの追加受入

分（佐々木コレクション二次受入分）のカメラも

あり，その後もカメラ及びその周辺資料の蓄積が

続いている。  

 そこで小稿では，既述の「当館収蔵のカメラコ

レクションについて」を補完することを目的とし，

①小久保コレクション（二次・三次受入分）②佐々

木コレクション（二次受入分）③その他のカメラ

関連資料についての受入経緯・概要等を紹介する

こととしたい。 

 

２ 小久保コレクション（二次・三次受入分）に

ついて 

（１）受入・整理経過 

 小久保コレクションについては平成 17 年度に

すでに136点の資料を受け入れ済みであったが，

その後も小久保氏からの資料の寄贈申込が，一次

受入分の手続き終了後間もない平成17年11月か

ら平成21年５月まで，断続的に行われている。こ

の受入（仮預かり）の経緯は，小久保コレクショ

ンと佐々木コレクションの受入時期が重なって収

蔵資料にカメラが充実してきたことにより，当館

の資料収集方針にカメラ及びその周辺資料が大き

くクローズアップされてきたこと（将来有望な展

示ソフトとなる可能性の高まり），小久保氏が肥大

化してきた自身の収集資料の整理の必要性と当館

での展示活用への積極的な協力姿勢が生じてきた

こと，この両者の思惑の一致によるものと推定さ

れる。しかしながら，並行しての佐々木コレクシ

ョンの整理作業に時間を要し（同コレクションに
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は古い外国製カメラが多く，その資料名特定や評

価額の設定に困難を伴った），また平成19年度か

ら20年度に至る時期は，当館の資料収集方針の一

時的変更を余儀なくされていたため（４），その都

度の整理・調査・審査・正式な受入手続きという

一連の事務手続きを行い得なかった。この間，整

理そのものは当館にボランティアで来られている

落合昭雄氏により地道に続けられていたが，今年

度に入ってようやく受入環境が整ったことと一応

の整理・調査終了とが重なり，これまでの数次の

受入分をまとめて二次受入分として集約すること

とした。ただし，一次受入分と異なり，二次受入

分については小久保氏から持ち込まれた段階では

カメラ及びその周辺資料以外の種々雑多な資料が

含まれており，またカメラ周辺資料ではあるもの

の製品のカタログやＣＤ等，ただちに博物館資料

としてよいのか躊躇される資料も相当数含まれて

いた（５）。そこで，これら追加持込資料群の中か

らまずカメラ及びその周辺資料群だけを選別して

これを小久保コレクション（二次受入分）とし，

残りをカメラ及びその周辺資料以外の産業技術資

料（当館で受け入れ対象資料として審査にかける

資料）とそれ以外（登録対象外資料）とに分類し

た。登録対象外資料については，寄贈申込者であ

る小久保氏と相談の上，参考資料（まだ歴史的な

資料とは判定しづらい資料）として「保管・活用

するもの」（６）とそれ以外の「返却するもの」と

に分け，返却する資料については小久保氏に返却

し，参考資料の今後の取扱に関しては当館の処分

に任せるということで小久保氏の了解を得た。 

小久保コレクション二次受入分の整理手順に

ついては一次受入分に準じるので小稿では略すが

（７），小久保コレクション一次受入分の受入手続

き後から数次にわたって持ち込まれた資料群を二

次受入分として集約はしたものの，番号の付与順

序は当館への持込順としている。そして平成 21

年10月からの収蔵資料展である「カメラの世界」

展の開催に備え，それまでのカメラ及びその周辺

資料の目録化と審査・受入手続き完了がまずは目

指された（収蔵資料展開催のため，まず収蔵カメ

ラ及びその周辺資料の活用を図ることを優先した

ためである）。 

ところで，受入時期は二次受入分の範疇に入る

ものの，カメラ及びその周辺資料以外の産業技術

資料についてはカメラ及びその周辺資料と区別し

て受入・登録することにした点は前述したが，こ

のやり方は文書資料における文書群の一体的整理

の原則からは外れるし，出所単位で整理する観点

からはカメラ及びその周辺資料とそれ以外の産業

技術資料も含めて小久保コレクションとすべきで

あろう（８）。しかし，当館では当初カメラ及びそ

の周辺資料をもって「小久保コレクション」と設

定した経緯を踏まえ，まずこの資料群で一つのま

とまりとし，それ以外の小久保氏収集資料はカメ

ラコレクションとしての小久保コレクションとは

区別することにした。よって，小久保コレクショ

ン第二次受入分から除外し，なおかつ別に登録資

料として受け入れる資料については，広義におけ

る小久保コレクション（小久保勝弘氏収集資料）

ではあるものの，カメラ及びその周辺資料群とし

ての狭義の小久保コレクションの対象とはなって

いない。小稿では，カメラ及びその周辺資料とし

てどのようなものがあるかを紹介するものである

ので，狭義の小久保コレクション（今回はその中

の小久保コレクション二次受入分）としてのカメ

ラ及びその周辺資料を紹介することとなる。その

整理結果は別紙資料①の目録（一覧表）のとおり

である。 

 以上に加えて，今年度（平成21年度）はさらに

小久保コレクションの三次受入分ともいうべきカ

メラ４点も受け入れている。この契機は，「カメラ

の世界」展の開催にあたって小久保氏から借用し

たカメラのうちの２点（「ミノルタα7000」「ソニ

ー・デジタルマビカＭＶＣ-ＦＤ７」）（９）に，新

たに「フォトラマ90エース」「写ルンですフラッ

シュ」（ともに富士写真フイルム製。「写ルンです

フラッシュ」はレンズ付きフィルム）の２点を加

えた寄贈申込が，展示会終了直後に小久保氏から

あったことによる。第二次受入分を受け入れて半

年程度後のことではあったが，小久保コレクショ

ンの継続的蓄積を図る上で有益と判断されたこと

から，同一年度ながら二度に分けて小久保コレク

ションを受け入れることとなったわけである。第

三次受入分の目録は別紙資料②である。 
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当然ながら，二次受入分と同様に三次受入分も，

今後の管理上は一次以降の小久保コレクションと

して一体化した資料群とみなして管理・活用する

こととなる（ただし，登録番号は年度単位である

ので一次受入分と二次受入分は連続しない。保存

容器も現時点では区別している）。 

（２）小久保コレクション（二次受入分）の概要 

 小久保コレクションの二次受入分は全126点で

ある。内訳は，カメラが46点（レンズ付きフィル

ム３点を含む），レンズフィルター24 点，カメラ

レンズ関連資料９点，シャッター関連資料１点，

フィルムホルダー関連資料５点，フラッシュ（ス

トロボ）及び発光器関連資料５点，カメラ販売促

進関連資料５点（ポスター含む），フィルム及びフ

ィルム容器関連資料３点等が主なもので，そのほ

かに８㎜シネカメラ関連資料が映写機や編集機等

12点残されている。中でもレンズフィルターはよ

く使われるＵＶカットや色補正用のものにとどま

らず，スノークロスフィルター（美しい光のアク

セントを作り出す）やミラージュフィルター（1

つの被写体を複数映し出す。写真１），センターフ

ォーカスフィルター（中心部分を明確にして周辺

部をぼかす）等のプロまたはハイアマチュア用の

フィルターも含まれていて多彩である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ ミラージュフィルター（番号：200903082） 

 二次受入分におけるカメラの集積状況は，第一

次受入分とはやや趣が異なる。全体としては1980

年代の 35mm コンパクトカメラ（35mm レンズシャ

ッターカメラ。以下，コンパクトカメラと略す）

を中心とし，一次受入分よりも比較的新しいカメ

ラが多い。ほとんどは国産カメラで，外国メーカ

ーのカメラは，イーストマン・コダック社（米国）

のレンズ付きフィルム「おもしろカメラ・パノラ

マ」の２機種（撮影枚数が異なる）とイカ社（独

国）のステレオカメラ「ポリスコープ」の３点の

みである。収集カメラのメーカー別トップ３は次

のとおりである。 

 １．オリンパス光学工業       10点 

 １．富士写真フイルム          10点※ 

 ３．キヤノン                   ８点 

  ※）レンズ付きフィルム１点を含む。また，「ポケットフジ

カ・フラッシュ」は同一機種の色違いも各１点として計

上（同一色のカメラのダブリ１点も含む）。 

 一次受入分と合算すると，１位が富士写真フイ

ルムの20点，２位がキヤノンの19点，３位がオ

リンパス光学工業の15点となる。いずれも，その

ほとんどはコンパクトカメラであり，この点では

一次受入分と同じく二次受入分においても「大衆

機と呼ばれるカメラが大好きで収集してきた」と

いう小久保氏の収集意図がよく反映されている

（10）。 

 個別に見ていくと，まず気づくのは「オリンパ

スペン」シリーズ（以下，「ペン」シリーズと略す）

が６点まとまって残されていることである。「ペ

ン」シリーズは，1959年の初代「ペン」の発売開

始以来，1981 年発売の「ペンＥＦ」まで 20 機種

（一眼レフの「ペンＦ」シリーズを含む）（11）が

製造・販売され，累計1,700万台も売れたという

わが国の1960年代に35mmハーフ判（35mmフィル

ムの24×36㎜フレームを24×18㎜とした経済的

フレームとしたもの）の流行を生み出した大ヒッ

トしたカメラシリーズである（12）。当館にはすで

に佐々木コレクションに４機種，小久保コレクシ

ョン（一次受入分）に２機種存在しており，一部

ダブる機種はあったものの，二次受入分により９

機種が揃うことになった。手軽に持ち運びでき，

すぐ取り出して写せるお手頃価格のサブカメラと

いうコンセプトで登場した初代機以降，その時々

のニーズを取り込みながら発展していった「ペン」

だが，二次受入の結果，当館に残る「ペン」シリ

ーズを発売年順に列記すると次のとおりである。 

１）ペンＥＥ（1961年）（写真２） 

２）ペンＥＥＳ（1962年） 

 ３）ペンＤ（1962年）※１ 
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 ４）ペンＦ（1963年）（写真３） 

 ５）ペンＦＴ（1966年）(佐々木コレクション) 

 ６）ペンＥＥＤ（1967年） 

 ７）ペンＥＥＳ‐２（1968年） 

 ８）ペンＥＥ‐３（1973年）（佐々木コレクション） 

 ９）ペンＥＦ（1981年）（佐々木コレクション） 

 ※１）佐々木コレクションや小久保コレクション（一次受入分）

及び西博孝氏寄贈分にも各１点ずつ残されている。 

 ※２）小久保コレクション（一次受入分）にも残されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ オリンパスペンＥＥ（番号：200903100） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ オリンパスペンＦ（番号：200903075） 

 20機種のうちの９機種であるから，もちろんこ

れで十分揃っているとはいえない。しかし，現在

収蔵分だけでも，カメラの技術的発展の一端を顧

みることは可能である。残念ながら初代機は未収

蔵だが，１）は世界で初めて本格的なＥＥカメラ

（自動露出カメラ。ＥＥ＝Electric Eyeのことで，

のちにＡＥ＝Automatic Exposureという言葉に取

って代わられる）として「オリンパスオートアイ」

を世に出したオリンパス光学工業が，その技術を

「ペン」シリーズに応用した機種である。露出計

はレンズ周りに配されたセレン式のものであり

（サークルアイ），この頃のセレン式ＥＥカメラに

よく見られるスタイルである。２）は１）のセカ

ンドカメラとしての割りきった単速シャッター

（1/60秒）を二速（1/30秒及び1/250秒）の切替

式とし，絞りとの組合せによるプラグラム式ＥＥ

とした機種。これにより，これまで対応できなか

った環境下（例えば1/60秒では露出不足になる暗

い場所や露出過多になる明るい場所）での撮影も

可能となった。３）は「ペン」の成功で発売が相

次いだ 35mm ハーフ判の世界の中での差別化を図

るために，レンズの大口径化や高速シャッターの

搭載（1/500 秒）等，構成部材を高級化（デラッ

クス化。「Ｄ」はその頭文字）した機種。セレン部

はレンズ上部に移動している。４）はさらに当時

のユーザーサイドから要望の強かった「ハーフサ

イズをメインカメラとして使う」ために，一般的

なペンタプリズムではなく小型カメラの形態を維

持するためのポロプリズムという独特の反射方式

によって一眼レフ化を果たした機種である。５）

は「ペンＦ」に1960年代後半から普及してきたＴ

ＴＬ（Through The Lens。撮影レンズを通った光

を測定して露出を決定する方式）露出計を内蔵し

た機種で，６）は大口径化を果たした「ペンＤ」

の流れを受けつつそのＥＥ化を実現した機種。７）

は「ペンＥＥＳ」のフィルムカウンターを自動化

し，ホットシューの取り付け等を施した「Ｄ」の

路線とは別の普及版改良化路線に位置づけられる

機種。また８）はレンズを固定焦点のＦ3.5 とし

て機能を抑える一方，専用フラッシュの使用によ

り，フラッシュマチック（外付けのフラッシュ撮

影に適した自動絞り調節）を実現した機種であり，

９）は「ペン」シリーズ最終機で，フラッシュを

内蔵した機種である。 

 このように見ると，「ペン」シリーズ一つをと

っても，カメラの発展は複線的であることがわか

る。初代機に続く１）を起点に，２）→７）→９）

との技術的発展の流れがまず確認できる。そして

４）→５）は１）を起点とする流れとは違う発展

系統である。また３）は１）とは違うコンセプト

のカメラではあるものの，６）によって１）から

の流れ（ＥＥカメラ）と合流している。また単純

に発展するというより，マーケティングの関係で，
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機能を落として価格を抑える８）のような動きも

見られる。こうして見ると，1960年代のカメラへ

の技術投入の経過が「ペン」シリーズにも反映さ

れているといっていいであろう。 

次に，二次受入分に比較的新しいカメラが多い

中，特異なのはドイツのイカ社製「ポリスコープ」

（写真４）の存在である。調査当初は発売年が不

明であったが（13），日本カメラ博物館に調査を依

頼したところ，1911年から製造・販売されていた

機種であることがわかった。これによりこの「ポ

リスコープ」が現時点で当館収蔵カメラの中で最

も古いカメラとなっている。外観からわかるとお

り，撮影レンズが二つあるステレオカメラであり，

当時写真を立体的に見ることができるステレオ写

真が流行していたことを物語る資料である（14）。

なお，このカメラは小久保氏と交流のある医師の

方（カメラのコレクターでもある）から譲っても

らったというものであり，このような第三者から

小久保氏の手に渡った資料が小久保コレクション

の一部を構成していることも付言しておきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ ポリスコープ（番号：200903048） 

このように小久保氏が他者から譲り受けたカ

メラには，東京都江戸川区の写真館経営者からの

「〔組立暗函〕」も該当する（写真５。〔 〕書きは

商品名を表記できなかったため。他のカメラ名と

区別するため包括的な名称を入れた）。このカメラ

は，横木製作所という個人事業所が製造した木枠

ボディーの蛇腹付きカメラ（レンズは別メーカー

のものを取り付ける）であり，写真館（スタジオ）

や観光地での団体撮影等で主に用いられたカメラ

である。横木製作所はその業界では有名な事業所

のようであるが（15），旧蔵者の写真館主はこのカ

メラを直接横木製作所から入手したとのことであ

る（16）。古さを感じさせる外観ではあるものの，

入手時期は昭和 50 年代と比較的新しいカメラで

あり，この点は筆者としても意外であった。また，

通常この手の写真館向け暗函カメラは，専門の卸

問屋を経由する流通ルートで販売されるようであ

るが，このような直販による入手は珍しいようで

ある（17）。当該資料のレンズは取り外されている

ものの，写真館等で使用された蛇腹付きの伝統的

スタイルをとどめる暗函カメラが昭和 50 年代ま

で新規に製造され，写真館で使用されていたこと

は興味深い事例といえよう。フィルムホルダーも

複数残されており，保存状態も悪くない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５ 〔組立暗函〕（番号：200903051） 

このほか，一般には出回りにくいカメラ店の店

頭デモンストレーション用のスケルトンカメラ

（内部の構造がわかるようにボディー外装を透明

なプラスチック製としたモデル）として，「ペンタ

ックス・ズーム 60」がある（写真６）。このカメ

ラ（実用カメラではないので，前出の分類ではカ

メラ販売促進関連資料とした）に関しては，製品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６ ﾍﾟﾝﾀｯｸｽ・ｽﾞｰﾑ 60（ｽｹﾙﾄﾝﾓﾃﾞﾙ）（番号：200903042） 
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（商品）としての「ペンタックス・ズーム60」（番

号：200903016）もコレクション内に残されており，

同一資料で製品と内部構造のわかる比較資料が存

在することは，展示展開上有益なものといえよう。

通常は分解した状態でしか見ることのできな

い筐体内部の配線やプリント基板の設置状況

をカメラの外観とともに確認することができ，

カメラの製造技術を視覚的に伝える展示物と

して有用な資料といえる。 

1980年代のカメラが多いだけに，二次受入分の

カメラ構成を見ていくだけでも，その年代にどの

ようなコンパクトカメラが出回っていたのかが次

のように概観できる。 

①二焦点式やズームレンズ搭載のＡＦ（Auto 

Focus）カメラの普及（「オートボーイ・テレ・

クォーツデート」「リコーＴＦ‐500Ｄ」「ニ

コンＴＷズーム・クォーツデート」等） 

②デート機能搭載の一般化（「ミノルタハイマ

チックＡＦ‐Ｄ」「ヤシカＬ・ＡＦ‐Ｄ」「オ

リンパスＡＭ‐100クォーツデート」等） 

③防水機能付きカメラの登場（「オリンパスＡ

Ｆ‐１クォーツデート」「フジＨＤ‐Ｍ」等） 

④使い捨てカメラ（レンズ付きフィルム）の登

場（「フジカラースーパー100ＨＲ」）（18） 

以上の趨勢は別々に発展したのではなく①と

②，または②と③を兼ねていたりと複合的な要素

もある。しかし④は従来のカメラのあり方を根本

的に変えたもので，わが国においてカメラの機能

をただシャッターを押すだけに特化し，目的地に

まで持ち運ぶ手間を省いていつでも低価格に代替

カメラ（レンズ付きフィルムは，分類上はカメラ

には属さない）を入手できる分野を切り開いた製

品である。カメラメーカーが思いつくアイデアと

いうより，感光材メーカーでもある富士写真フイ

ルムらしい感光材（フィルム）の消費拡大を第一

義とした新戦略商品といえよう。この分野の進化

は，他の感光材メーカーも類似商品を発売する一

方，富士写真フイルムでも「写ルンですＨｉ」（使

用フィルムを110フィルムから35㎜フィルムに変

更）や「写ルンですフラッシュ」（内蔵フラッシュ

の搭載）等と機能の向上を遂げ，「カメラ」の市場

開拓と大衆化に大きく貢献している。この点に関

しては，「ラピタカメラ」という珍しい資料も残さ

れている（写真７。写真では紙製外装を外したレ

ンズ付きフィルムが中に収められている）。「ライ

カＭ３」に似た外観で，中にレンズ付きフィルム

を収納する一種のカメラカバーである。「ライカ」

で写真を撮るような感覚でレンズ付きフィルムの

写真が撮れるという一種のアクセサリーであり，

こういう商品の存在は，カメラをいかに楽しんで

撮るかという撮影者のカメラに対する向かい合い

方の変化，関心の広がりを示す資料といえる。こ

のカメラカバーは，小学館の発行した『ラピタ』

という雑誌の創刊２周年を記念して応募当選者に

配布したものであるが，その後販売もされたよう

である（19）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真７ ラピタカメラ（番号：200903023） 

1980 年代の流れを受け，その後の 1990 年代に

入ると「ミノルタＰ’s」「カルディア・トラベル

ミニ・デュアルＰ」等のようにパノラマカメラ

（35mm フィルムの上下をトリミングして横長の

パノラマサイズの写真を得た）が流行した。パノ

ラマサイズは新しい発想のフォーマットではない

が（20），コンパクトカメラでパノラマ写真を撮れ

る時代が来たということは，フィルムの画質が向

上したことにより，フォーマットが小型化しても

その引伸ばした写真が観賞に耐えられるようにな

ったということである。こうして「よく写る」「誰

でも撮れる」「情報（日付）の記録」「堅牢性の向

上」といったカメラ（フィルムカメラ）に求めら

れる直線的な進化の一方，カメラの入手のしやす

さや遊び心の投影，撮れる写真の多用化等，デジ

タルカメラの普及を前にしてフィルムカメラ（銀

塩カメラ）はこの頃に発展の絶頂を迎えたといえ
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よう。その延長上にＡＰＳカメラの展開がある。 

カメラが身近な工業製品となって以降，さらに

人々に受け入れられるにはどうすればいいのか。

多様化が求められる中で似たような機能の付加

（デート機能搭載やパノラマ撮影機能）が横並び

で見られたことは，写す道具であるカメラという

製品の広がりを考える上で，一定の限界を示すも

のともいえる。それにしても，一般大衆に身近な

コンパクトカメラが広く流通していったことで，

その機能やデザイン等がカメラの変遷に残した足

跡は大きいものと言わざるを得ない。クラシック

カメラとしての市場価値からすれば低廉な部類の

コンパクトカメラの分野にこそ，どのようなカメ

ラが消費者（購入者）から求められていたのか，

その時代のカメラの趨勢を直接的に探ることがで

きる。単線的でないカメラの発展過程を把握する

ことにより，カメラの歴史及びわが国のカメラ開

発のあゆみをより重層的に捉えることができるで

あろう。デジタルカメラ全盛の現在，フィルムカ

メラにおける「ネオ・クラシックカメラ」とでも

いうべきカメラ，特にコンパクトカメラの価値を，

今や評価すべき時期にきているのかもしれない。 

カメラ以外で興味深い資料としては，インスタ

ントカメラである富士写真フイルムの「フォトラ

マＦＰ‐ＵＬ」（1992 年発売）用の「コンバータ

ーＲ」（番号：200903045）（写真８）と「コンバー

ターＣ」が挙げられる。前者は運転免許写真用で

後者は就職・受験写真用のコンバーターレンズ（交

換レンズ）である。つまり「フォトラマＦＰ‐Ｕ

Ｌ」とは，各種証明写真専用の業務用インスタン

トカメラであり，その目的とする写真を撮影する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真８ ﾌｫﾄﾗﾏ FP‐UL ｺﾝﾊﾞｰﾀｰ Cと容器（番号：200903046） 

ための専用レンズというべきものが存在するわけ

である（21）。インスタントカメラの用途の広がり

を示す資料だが，現時点で収蔵資料に「フォトラ

マＦＰ‐ＵＬ」本体が含まれていない点が悔やま

れる。 

(3)小久保コレクション（三次受入分）の概要 

 前述のとおり，４点のうち２点は当初「カメラ

の世界」展で借用したカメラであった。 

 「ミノルタα7000」（写真９）は，35mm 一眼レ

フの開発が世界をリードするわが国のカメラ大国

への道を決定付けていく過程において（22），その

ＡＦ化時代の到来を告げた画期的製品であった

（23）。ボディー内部にＡＦ機構（レンズ駆動用モ

ーター）を組み込み，交換レンズが全てＡＦ対応

となったシステムカメラの元祖機であり，その爆

発的にヒットで，それまで「一部マニアのための

難しそうなカメラ」といわれた一眼レフカメラを

「誰でも簡単に綺麗な写真が撮れる万能カメラ」

に転換させたカメラ（24）としてカメラ史に残るカ

メラであろう。なお，当該資料は若干汚損が見ら

れるのが惜しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真９ ミノルタα7000（番号：200903134） 

また「デジタルマビカＭＶＣ‐ＦＤ７」は，当

館のコレクション資料がフィルムカメラ中心のク

ラシカルなカメラ中心にならざるを得ない中，デ

ジタルカメラを展示するにあたって興味深い資料

である（写真 10）。デジタルカメラであるにも関

わらず，記録媒体が前身の電子スチルビデオカメ

ラ時代と同じ3.5インチフロッピィディスクを使

用していたという点で，アナログ式とデジタル式

の橋渡し的な役割を担ったカメラといえよう。当

館としては，カメラ製品としてのみならずエレク



千葉県立現代産業科学館研究報告 16 号（2010.3） 

 - 8 - 

トロニクス製品としてのデジタルカメラの収集に

今後注意をはらう必要があろうかと思われる（25）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 10 デジタルマビカＭＶＣ‐ＦＤ７（番号：200903135） 

以上に加え，「フォトラマ90エース」は普及版

インスタントカメラではあるものの(26)，当該資料

ならではの特徴として裏蓋下部に「創刊20周年集

英社文庫下半期チャレンジセール入賞記念」のシ

ールが貼付されており，出版社である集英社から

の景品として入手されたカメラであることがわか

る（集英社文庫は1977年に創刊。なお外箱に値段

が付いていることから，小久保氏自身が景品とし

て入手したものではない）。その意味ではカメラの

入手経路が購入や収集に限らない一面を覗かせる

好資料といえるものである。 

また「写ルンですフラッシュ」は，「フジカラ

ースーパー100ＨＲ（初代の写ルンです）」「写ルン

ですＨｉ」に続く第三弾レンズ付きフィルムであ

る（27）。すでに初代と２代目「写ルンですＨｉ」）

とをすでに小久保コレクション（一次及び二次受

入分）により収蔵していた当館にとって，それに

続くレンズ付きフィルムの収蔵は，初期の段階的

発展を続けるレンズ付きフィルムの系統的収集に

つながるものである。「カメラの世界」展では，こ

の初代と「写ルンですＨｉ」を展示したが，懐か

しがる見学者も多く，解説ツアーでも「これに続

けて内蔵フラッシュ付きのものが登場して…」と

よく説明していたので，「写ルンですフラッシュ」

を加えてシリーズ草創期の３点が揃えば展示効果

をさらに増すことが期待できる。当該資料はすで

にフィルムが抜き取られ，そのためパッケージ（紙

製の外装）も剥離された状態であったが，小久保

氏了解のもと，その剥離部分を再び糊付けして外

観上は展示資料として全く遜色がない状態とした。 

 こうして今年度（平成 21 年度）は，小久保コ

レクションに関して，二次受入分と三次受入分と

を併せて合計 50 点のカメラ及びレンズ付きフィ

ルムを新たに収蔵することとなったわけである。 

 

３ 佐々木コレクション（二次受入分）について 

（１）受入・整理経過 

 佐々木コレクションについては平成 18 年度に

279 点の資料を受け入れ済みであり，そのうちの

223 点がカメラであった。戦前のドイツ製カメラ

が多いことや二眼レフカメラやスプリングカメラ

といった比較的クラシカルなカメラが多いこと等，

その概要については小久保コレクション（一次受

入分）同様すでに前出の拙稿「当館のカメラコレ

クションについて」で報告したとおりである。 

ところで，平成 21 年度は「カメラの世界」展

を開催するため，当館収蔵の佐々木コレクション

と小久保コレクションを中心に，主に昭和以降の

カメラの歴史について紹介するために個々のカメ

ラの位置付けを試みたが，佐々木コレクションを

活かすにはドイツ製カメラの展示は避けては通れ

なかった。そしてドイツ製カメラを展示の中で活

かすには，戦前から戦後にかけてドイツ製カメラ

がわが国のカメラ産業の常にお手本であったこと

を伝える必要がある（28）。この場合，わが国のカ

メラファンにとって憧れのドイツ製カメラの最高

のブランドが「ライカ」であることは言を俟たな

いであろう（29）。幸い，佐々木須磨子氏が「ライ

カ」12台を引き続き所蔵していたことから，それ

を一式借用することで展示内容をさらに魅力ある

ものとすることが期待できた（「ライカ」12 点も

故・智夫氏収集のコレクションの一部を構成して

いた資料である）。須磨子氏の御厚意により，「バ

ルナック型」２機種，「Ｍ型」７機種，「Ｒ型」３

機種の合計12点の「ライカ」（30）を展示できたこ

とは，展示内容に厚みを持たせることができ，見

学者の評判も上々の成果を得た。 

これらの「ライカ」は，展示終了後は返却の予

定で日程調整をする予定であったものの，借用の

段階から須磨子氏から「できれば貴館でそのまま

活用していただきたい」という要望が出されてい
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たこともあり，改めて須磨子氏の意向を確認して

館内で検討した結果，佐々木コレクションと一体

化した収蔵が本来の智夫氏収集コレクションの全

容に近づくということもあり，二次受入分として

整理・収蔵することとなった。整理経過について

は，これも拙稿「当館のカメラコレクションにつ

いて」に記した一次受入分（当時は二次受入を想

定していなかったので，特に一次受入分とは断っ

ていない）に準じるので，小久保コレクションの

追加受入分と同様に小稿では略す。なお，整理に

あたっては，カメラ借用の際に特に保管場所の位

置関係に意味合いはなかったため，登録番号は編

年順に付与している。その目録（一覧表）は別紙

資料③のとおりである。そして佐々木コレクショ

ン二次受入分も，小久保コレクションと同様，今

後は一次・二次を一体化した資料群として管理・

活用することになる。 

（２）佐々木コレクション（二次受入分）の概要 

 全て「ライカ」である。ここでは各型別に各機

を紹介する。 

①バルナック型ライカ（２機種） 

 「ライカ」を世に出したエルンスト・ライツ社

の技師・オスカー・バルナックの名を冠したタイ

プ（型）で，「ライカ」の最も古い型である。現在

につながる35mmカメラの祖，または近代カメラの

祖とされる「ライカⅠ（Ａ）」（31）（1925年発売）

以降，Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ型に分かれ，Ⅱ型から連動距離

計の増設，Ⅲ型からは低速度シャッター（1/20秒

未満）の組込が行われるようになった。それぞれ

の型はさらに細分化され，バルナック型ライカの

各機種の発売開始年順に列記すると以下のようで

ある（32）（年号は発売開始年）。クラシカルな外観

をとどめ，「ライカⅠ（Ｃ）」（1930 年）以降はレ

ンズ交換式のシステムカメラの元祖ともなった型

であり，これ以降はネジ式のスクリューマウント

という点が各機の共通点となっている。 

 １）ライカⅠ（Ａ）（1925年） 

  ２）ライカⅠ（Ｂ）（1926年） 

  ３）ライカⅠ（Ｃ）（1930年） 

  ４）ライカⅡ（1932年） 

  ５）ライカ・スタンダード（1932年） 

  ６）ライカⅢ（1933年） 

  ７）ライカⅢa（1935年） 

  ８）ライカ250（1933年） 

  ９）ライカⅢb（1937年） 

  10）ライカⅢd（1939年）※１ 

  11）ライカⅢc（1940年）※２ 

  12）ライカⅡc（1948年） 

  13）ライカⅠc（1949年） 

  14）ライカ72（1950年） 

  15）ライカⅢf（1950年） 

  16）ライカⅡf（1951年） 

  17）ライカⅠf（1952年） 

  18）ライカⅢg（1957年） 

  19）ライカⅠg（1957年） 

※１）ただし各機種を説明している片山良平氏は「1939年度版

の『カタログ』には本機とⅢc型とが併記されていたが，

次版の『カタログ』では，Ⅲｃ型のみとなっている。」と

記しており，そうなると「Ⅲc」も1939 年には発売開始

されていたことになる。 

※２）「Ⅲc」には戦中型（1940年）と戦後型（1945年）とがあ

る。そうすると，1939 年製の「Ⅲc」は戦中型の前の型

と捉えることもできるが，片山氏はそのことについては

説明していない。 

 もっとも，バルナックが試作したという「ウル・

ライカ」（非売品）も含めれば，1913 年にまで遡

る型であるが，佐々木コレクションには上記のう

ちの「ライカⅢf」と「ライカⅢg」（以後，「ライ

カ」名は省略）とが収蔵されている。 

整理上，複数年にわたって製造・販売されたカ

メラについてはその当該カメラがどの年に製造さ

れたカメラであるのか不明であるため（購入年か

ら推定することはできるが，収集資料となると二

次入手となるので不明になりやすい），発売開始年

をもって当該カメラの製造年（発売年）として記

録することが一般的であろう。しかし，「ライカ」

の場合はそのシリアルナンバーからより正確な製

造年を把握することが可能である。 

佐々木コレクションの「Ⅲｆ」（写真 11）はシ

リアルナンバーにより 1956 年製のものである。

「Ⅲｃ」にフラッシュ同調機構を付加した 1950

年発売開始の「Ⅲｆ」ではあるが，当該資料は1954

年以降のセルフタイマー内蔵モデルであり，「Ⅲ

ｆ」の後期型に属するタイプということになる。
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この「Ⅲｆ」のように，工業製品の場合は同名資

料であっても小改造（機能追加や省略）が施され

て性能や外観が異なる場合がある。外観から改造

前後を推測することも可能であるが，シリアルナ

ンバーにより年代の特定が明白となる点は，資料

整理上有益である。なお，当該資料には外付けの

ファインダーが取り付けられており，外観上に大

きなアクセントを与えている。レンズは鏡胴部が

伸縮する「エルマー35㎜Ｆ3.5」を装着している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真11 ライカⅢｆ（番号：200904005） 

 同じように見ると，「Ⅲｇ」（写真 12）は 1957

年製である。つまり発売開始年の製品である。エ

ルンスト・ライツ社は既にＭ型の「ライカＭ３」

を1954年に登場させており，バルナック型は過去

のモデルとなってはいたものの，「Ⅲｇ」はそのＭ

型の技術を取り入れたバルナック型の最終進化形

である（最終モデルは同年やや遅れて登場した「Ⅲ

ｇ」を簡略化した「Ⅰｇ」だが，進化形とはいえ

ない。なお「Ｉｇ」は系統的には「Ⅰｆ」の後継

機となる）。「Ｍ３」により取り入れられたレンジ

ファインダーカメラの弱点を補うパララックス

（視差）自動補正機構を備え，「Ⅲｆ」までとは異

なる大きな対物窓を設けている（向かって右隣に

位置する小さな四角い窓は明かり取り窓）。なお，

レンズは「キヤノンレンズ50㎜Ｆ1.2」という大

口径レンズを装着しており，当該資料のように，

佐々木コレクション内の「ライカ」には，故・智

夫氏の入手時にはレンズが付いていなかったのか， 

またはすでに当該レンズのような後付けレンズが

付いていたのかは不明ではあるが，バルナック型

ライカのスクリューマウントに適合する純正品で

はないレンズが便宜上取り付けられたと推定され

るカメラがいくつか見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真12 ライカⅢｇ（番号：200904006） 

②Ｍ型ライカ（７機種） 

 1954年のドイツのフォトキナで発表された「ラ

イカＭ３」は全世界に衝撃を与えた名機で，当時

のカメラ技術の頂点を示すとともに，日本のカメ

ラメーカーがそれまでの「ライカコピー」から脱

して一眼レフの分野に技術を傾注した契機を与え

たカメラともいわれ，カメラ史に与えた影響は大

きい（33）。Ｍ型の名は，messsucher（メズスハー）

の頭文字からきたもので，距離計ファインダーを

意味するといい，Ｍ型の初代機が「Ｍ３」なのは，

レンズに合わせて３つの撮影枠が表示（ブライト

フレーム）される特長を示しているからという（34）。

このＭ型では，レンズマウントをこれまでのネジ

式のスクリューマウントを着脱がワンタッチで対

応できるバヨネット式に変更されている（Ｍマウ

ント）。さらにフィルムの出し入れがしやすい裏蓋

開閉式となり，巻上げレバーもバルナック型のつ

まみ式から操作しやすいレバー式とする等，これ

までの「ライカ」から大きく改良された。レンジ

ファインダー（距離計内蔵）カメラの最高峰のシ

リーズとされるＭ型ライカの各機種の発売開始年

を列記すると以下のようである（35）。 

 １）ライカＭ３（1954年） 

  ２）ライカＭ２（1957年） 

  ３）ライカＭ１（1959年） 

  ４）ライカＭＤ（1963年） 

  ５）ライカＭ４（1967年） 

  ６）ライカＭＤa（1966年） 

  ７）ライカＭ５（1971年） 

  ８）ライカＣＬ（1973年） 
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  ９）ライカＭ４‐２（1978年） 

  10）ライカＭＤ‐２（1980年） 

  11）ライカＭ４‐Ｐ（1981年） 

  12）ライカＭ６（1984年） 

  13）ライカＭ６ＴＴＬ（1998年） 

  14）ライカＭ７（2002年） 

  15）ライカＭ８（2006年） 

  16）ライカＭ８‐２（2008年） 

  17）ライカＭ９（2009年）   

 佐々木コレクションには，「Ｍ３」「Ｍ２」「Ｍ１」

「Ｍ４」「Ｍ５」「Ｍ６」，そして｢ＣＬ｣が残されて

いる。Ｍ型ライカの基本的なラインは押さえてあ

るといえよう（「Ｍ７」以降は智夫氏の逝去もあっ

て未収集）。なお，名称の数字の変遷については，

「Ｍ２」「Ｍ１」はスペックが簡素化されて普及版

化していく流れであり，「Ｍ４」以降は改良・発展

系の後継機としての流れになっている。 

「Ｍ３」はほぼ等倍の鮮明なファインダ－に

50・90・135mm の各ブライトフレームを内蔵し，

レンズ交換による視野の変化にファインダーが対

応するようになっている。一軸不回転式のシャッ

ターメカニズム等も当時としては先進的なもので

あった。コレクション内の「Ｍ３」（写真13）は，

シリアルナンバーにより後年の1963年製であり，

1954 年製にはなかったフレームセレクトレバー

が付いている（36）。レンズは「ズミクロン50㎜Ｆ

２」を装着したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真13 ライカＭ３（番号：200904009） 

 「Ｍ２」は「Ｍ３」のコストダウン機で，距離

計が簡略化され，ブライトフレームは当時の使用

者の需要に応えて35・50・90㎜のものに変更され

ている（そのためファインダー倍率は「Ｍ３」の

ほぼ等倍の0.91倍から0.72倍に下げられた）。採

光窓はフラットな表面から溝の付いた表面に変更

され，自動リセットであったフィルムカウンター

が手動式に簡易化されている。コレクション内の

「Ｍ２」（番号：200904007）は1958年製で，レン

ズは「Ｍ‐ロッコール40㎜Ｆ２」を装着したもの

である。また「Ｍ１」は「Ｍ２」からさらに距離

計を除いた機種であり，コレクション内の「Ｍ１」

（番号：200904008）は1962年製で，レンズは「キ

ヤノンレンズ28㎜Ｆ2.8」を装着したものである。 

 「Ｍ４」は「Ｍ２」の発展・改良型とされてい

る。つまり，「Ｍ３」を簡略化した「Ｍ２」の後継

機というわけである。フィルムカウンターが「Ｍ

３」と同じく自動リセット式に戻り，巻戻しノブ

はクランク式に変更されて操作性は一層向上した。

外観上の特徴的な変化は，向かって右上に斜めに

配置されたその巻戻しクランクであろう。またこ

れまで取り外し式だったフィルムの巻取りスプー

ルをボディーに固定したことで，それまで煩雑で

あったフィルムの装填方式が容易になった。以降

のＭ型モデルはこの「Ｍ４」が基本形になってい

るとされる。コレクション内の「Ｍ４」（写真14）

は 1969 年製であり，レンズは「エルマー50 ㎜Ｆ

2.8」を装着したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真14 ライカＭ４（番号：200904011） 

 「Ｍ５」は，「ライカ」初のＴＴＬ露出計内蔵機

であるとともに，世界初のＴＴＬ露出計内蔵のレ

ンジファインダーカメラでもある。ＴＴＬ露出計

は1960年代に開発が進み，主に一眼レフカメラの

分野において急速に普及していったが（37），よう

やくこの技術が「ライカ」にも取り入れられた。

露出計内蔵により従来の「ライカ」より一回り大
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きく，幾分角ばったボディーもこれまでのＭ型ラ

イカとの外観上の差異を強調するものとなってい

る。コレクション内の「Ｍ５」（写真15）は1973

年製で，レンズは「ズミクロン35㎜Ｆ２」を装着

しており，これはカナダ・ライツ社製のレンズで

ある。シリアルナンバーの位置はホットシューに

刻印されており，この配置はその後の「ＣＬ」「Ｍ

６」にも受け継がれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真15 ライカＭ５（番号：200904012） 

次に「ＣＬ」だが，これは周知のとおり，当時

高性能ながらも比較的安価なわが国の 35 ㎜一眼

レフの攻勢で低迷し，財政危機にも陥っていたエ

ルンスト・ライツ社が、日本のミノルタカメラ（現

コニカミノルタ）との提携で製造したＴＴＬ露出

計内蔵のコンパクト・レンジファインダー機であ

る。日本国内では「ライツ・ミノルタＣＬ」とし

て販売されたカメラでもあり，「Ｍ５」をコンパク

ト化（「ＣＬ」とは，Compact LeicaまたはCompact 

Light-Weightの略という）したＭ型ライカである

（38）。ローコスト化が図られ，ここにミノルタの

ノウハウが発揮されている。シャッターは独特の

縦走り式になっていて，ボディーは全てブラッ

ク・クローム仕上げになっている。コレクション

内の「ＣＬ」（番号：200904013）は発売開始年の

1973 年製であり，レンズは「キヤノンレンズ 50

㎜Ｆ２」を装着したものである。 

そして「Ｍ６」であるが，「Ｍ５」と同じくＴ

ＴＬ露出計内蔵機ではあるものの，外観は「Ｍ４」

に戻ったかの感がある。内蔵のＴＴＬ露出計はエ

レクトロニクス化が進み，28・35・50・75・90・

135mm用の各ブライトフレーム（39）を備える。軍

艦部には新たに亜鉛ダイカストを使用し，1988年

の会社組織の変更によりロゴも上面の「Leitz 

WETZLAR」から前面の赤丸に白抜きの「Leica」に

変わっている。コレクション内の「Ｍ６」（番号：

200904016）は1985年製で全身ブラック・クロー

ム仕上げのボディーであり，外部取り付けのユニ

ークなアクセサリーシューを付属させている。レ

ンズは｢ノクチルックス‐Ｍ50 ㎜Ｆ１｣という大

口径レンズを装着している。なお，「Ｍ６」にはほ

かに軍艦部がシルバー・クローム仕上げの「Ｍ６」

もあるが，発売当初は当該資料のようにブラッ

ク・クローム仕上げのみだったようである。 

②Ｒ型ライカ（３機種） 

 1964年に登場した「ライカフレックス」を初代

機とする一眼レフシリーズをＲ型ライカといって

いる。既に「ニコンＦ」や「キヤノンフレックス」

「アサヒペンタックス」等の日本製一眼レフが世

に出てきた後であり，レンジファインダーにこだ

わった「ライカ」がようやく一眼レフ分野にも進

出してきたことを象徴するカメラであった。この

Ｒ型ライカの発売開始年を列記すると以下のよう

である（40）。 

 １）ライカフレックス（1964年） 

  ２）ライカＳＬ（1968年） 

  ３）ライカＳＬ‐ＭＯＴ（1972年） 

  ４）ライカＳＬ２（1974年） 

  ５）ライカＳＬ２‐ＭＯＴ（1975年） 

  ６）ライカＲ３（1976年） 

  ７）ライカＲ４（1980年） 

  ８）ライカＲ４ｓ（1983年） 

  ９）ライカＲ４ｓmod.２（1985年） 

  10）ライカＲ５（1986年） 

  11）ライカＲ６（1988年） 

  12）ライカＲＥ（1990年） 

  13）ライカＲ６.２（1992年） 

  14）ライカＲ７（1992年） 

  15）ライカＲ８（1996年） 

  16）ライカＲ９（2002年） 

 佐々木コレクションには，「ライカフレックス」

「Ｒ３」「Ｒ４」が残されている。 

 「ライカフレックス」は外部測光式（受光素子

はＣｄＳ）の露出計を内蔵し，ファインダー中央

部のマイクロプリズムによる焦点調節機構を搭載
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している。1/2000秒の高速シャッターも追加され

た。受光窓と並ぶ電池室の存在が本機の外観上の

特徴といえる。コレクション内の「ライカフレッ

クス」（写真16）は1965年製であり，レンズは「エ

ルマリート‐Ｒ35 ㎜Ｆ2.8」を装着。フィルムカ

ウンターが扇型の白抜き数字表示であり，この特

徴から前期型に属する機種である（後期型はフィ

ルムカウンターが「Ｍ３」のような丸型になる）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真16 ライカフレックス（番号：200904010） 

「Ｒ３」は，ＴＴＬ絞り優先式ＡＥの一眼レフカ

メラで，ベースとなったのは「ミノルタＸＥ」（1974

年発売の35㎜ＡＥ一眼レフ(41)）だが、中央部重

点測光方式の採用や測光モードの選択，軍艦部等

の素材の変更等，独自色も見られた。コレクショ

ン内の「Ｒ３」（写真17）は1973年製で，レンズ

は「ズミルックス‐Ｒ50 ㎜Ｆ1.4」を装着したも

のであり，底部の刻印からポルトガル工場での製

造であることがわかる。またシリアルナンバーの

位置は背面底部に刻印されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真17 ライカＲ３（番号：200904014） 

最後に「Ｒ４」だが，この機種は「ライカ」初

のマルチプログラム自動露出機構を搭載した一眼

レフである。開発にあたっては、シャッター速度

優先と絞り優先の両方の露出モードの選択を可能

とした「ミノルタＸＤ」（1977年発売の35㎜ＡＥ

一眼レフで，「ＸＥ」よりも小型で軽量(42)）をベ

ースとしており，円弧を描いた一体成型のペンタ

プリズム部は優美なデザインとの評価がある。コ

レクション内の「Ｒ４」（写真18）は1981年製で，

レンズは「ズミクロン50㎜Ｆ２」を装着しており，

ボディーの刻印から当該資料もポルトガル工場で

製造されたものであることがわかる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真18 ライカＲ４（番号：200904015） 

それにしても，1970 年代後半のＲ型ライカは，

ミノルタカメラという提携先を得て，その技術的

協力のもとに製造されていたことやポルトガル製

ライカが出回っていたこと等，新しい「ライカ」

への模索の時代を象徴したカメラ群といえよう。 

 

４ その他のカメラコレクション 

 佐々木・小久保両コレクション以外で当館が収

蔵する博物館資料としての登録カメラは別紙資料

④のとおりである。「オリンパスペンＤ」や「ミノ

ルタベスト(ミノルタヴェスト)」のように佐々木

コレクションや小久保コレクションと重複する資

料もあるが，前者は両コレクション受入前の収蔵

資料であり，後者は当時の取扱説明書と焦点深度

表とを付属しており，一式の資料として有用な資

料である。当館では，佐々木コレクションの一次

受入分と二次受入分で合計235点，小久保コレク

ションの一次～三次受入分で合計118点（レンズ

付きカメラ及び８㎜シネカメラを含む）のカメラ

を収蔵する一方，それ以外の登録カメラはまだ10

点に過ぎないが，諸事情により未登録の収蔵カメ
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ラや当館の備品として保管しているカメラもあり，

こうしたカメラ類を加えると全部で収蔵カメラは

400 点弱にのぼる数量となっている（複数残存す

る同一のカメラもある）。また，現在または将来に

おいて寄贈を申し込まれる方の存在もあり，今後

カメラの点数がさらに増えていくことは間違いな

いと思われる。 

 平成 17 年度に小久保コレクション第一次受入

分が収蔵されるまでは，登録資料としてのカメラ

はわずか２点に過ぎなかったわけだが（常設展示

場で実験装置としてのカメラや装置内に組み込ま

れているカメラは除く），平成18年度に佐々木コ

レクションを受け入れ，前出の「昭和のクラシッ

クカメラ」展を開催してからは，当館にカメラが

資料として収蔵されていると周知することにつな

がり，続々とカメラの寄贈申込が相次いだ（ただ

し，その全てが受入に至ったわけではない）。 

筆者が当館に赴任してからは，平成 18 年度と

平成21年度に合計６件・８点のカメラを受け入れ

ているわけだが，いずれもカメラの展示会開催に

合わせて寄贈申込のあったことが受入の契機であ

った（今回の「カメラの世界」展でも寄贈申込が

数件・数十点程度あったが，小久保コレクション

の第三次受入分を除き現在検討または整理段階で

ある）。徐々に当館がカメラをコレクションしてい

ることが県民に知られ始めてきていることは事実

といえよう。 

平成 18 年度以降の６件・８点のカメラの来歴

は，親の形見であったり長年しまっておいたまま

のものであったりというもので，博物館なら展示

等でまた活用してもらえるという期待も込められ

た寄贈であった。点数としては１件につき１～２

点程度なので，その都度整理を行った上，審査会

を開催して受入手続きを行ったが，平成21年度の

分には，前述のとおり当館の事情により収集活動

が行い得なかった平成 19～20 年度の申込分のも

のも含まれている。 

 これらの両コレクション外の登録カメラで主な

ものを概観してみたい。 

諸橋徹氏からの「マミヤシックスⅢ」（写真19）

は，戦後の1947年発売のものである。「マミヤシ

ックスⅢ」には戦前版と戦後版のものがあり，搭

載レンズで見分けることができるが，当該資料は

「ズイコー75 ㎜Ｆ4.5」を搭載していることから

戦後版と判明した（43）。ただファインダー部分に

は若干の改変が見られる。当該資料もマミヤ独自

のバックフォーカシング機構（フィルム面が前後

に移動しての焦点合わせ）を搭載している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真19 マミヤシックスⅢ（番号：200603008） 

なお，諸橋氏からのもう１点の寄贈資料は、小

西六写真工業における初の 35 ㎜ハーフ判カメラ

「コニカアイ」であるが，35㎜ハーフ判としては

後発機ゆえに，他機との差別化を図るために大口

径レンズ「ヘキサノン30㎜Ｆ1.9」を搭載し，小

型化のために突出部を小さくしたビハインドシャ

ッターを採用している点で特徴的なカメラである

(44)。 

黒田博夫氏からの「ミノルタベスト」は，前述

のとおり当時の取扱説明書と焦点深度表とが付属

しているが，コレクション資料のように二次的入

手の資料ではなく，黒田氏の父及び本人が使用し

たカメラであること，発売開始年の1934年製造の

カメラではなく 1940 年製造のカメラであるとい

った来歴の明確さもある点で貴重である。 

 また黒田氏からは「ニートリリー」（写真 20）

の寄贈も受けているが，この資料は1923年製のカ

メラで，国産カメラとしては現時点で当館収蔵カ

メラの中で最も古いものとなっている。黒田氏の

父親が使用していたカメラであり，ロールフィル

ムの普及により前出の「ミノルタベスト」に世代

交代したが，乾板カメラが昭和に入って以降も戦

前期には一般的であったことを知られてくれる資

料である。その原形はドイツのフォクトレンダー

社製「アルピンカメラ」に辿りつくとされ，この
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「アルピンカメラ」を模倣して1916年に発売され

た「リリー２号カメラ」の改良機が「ニートリリ

ー」であり，反射鏡ファインダーの装着やレンズ

ボード部を黒色結晶塗装とする等の改良点が見ら

れた(45)。ドイツ製カメラ模倣時代の国産カメラの

好資料といえるであろう。専用の革ケースのほか

に乾板ホルダーや三脚、レリーズも残されており，

当時の写真がカメラを三脚に固定してホルダー装

填後にレリーズにより撮影されていたことが一般

的であったことも確認できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真20 ニートリリー（番号：200903127） 

 当館の元副館長である髙木博彦氏寄贈の「リコ

ーＤＣ‐２」は，初期のデジタルカメラの形態や

機能を伝える資料である（写真 21・22）。現在の

主流機種とは異なる平型ボディーに折畳式の液晶

モニター（「ＤＭ‐２」）を取り付け，撮影結果を

表示して確認することができる。当該資料で重要

なことは，同じ外観の機種に「リコーＤＣ‐２Ｌ」

というカメラがある。当該資料との違いは，「ＤＭ

‐２」が最初からパッケージングされているか別

売りで取り付けるものかということであり，当該

資料は後者にあたる。つまり，「ＤＭ‐２」がなく

ても「ＤＣ‐２」という商品は成り立つのであり，

初期のデジタルカメラは，現在は当たり前となっ

ている撮影結果確認用の液晶モニターを必置とせ

ずに発売されていたことを物語っている。資料名

を決めるにあたってこの点は要注意である。なお，

確認用液晶モニターの搭載（当該資料では装着と

いう表現の方が適切であろう）は，現在のスタイ

ルへの発展途上段階のデジタルカメラと見なすこ

とができるが，画素数の圧倒的増加や機能の多様

化・高度化は，20世紀のデジタルカメラと今とで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真20 リコーＤＣ‐２（番号：200903129） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真21 リコーＤＣ‐２（反対側） 

は雲泥の差がある。デジタルカメラでは光学系メ

ーカーが淘汰され，エレクトロニクスメーカーが

主流となった現実は，そういうところに理由が求

められよう。そういう意味で試行錯誤の初期のデ

ジタルカメラは光学系メーカーの奮闘振りを示す

ものとして面白みがある（46）。 

 以上のほか，今村妙氏寄贈の「ミノルタフレッ

クスⅡＢ」や山本博氏寄贈の「キヤノンフレック

スＲＰ」も当時の技術を詰め込んだコストパフォ

ーマンス機だが，紙面の都合もありここでは説明

を割愛する。しかしいずれも寄贈者にとって思い

入れのあるカメラであった。また堀井宏子氏寄贈

の「セミオリンパスⅡ」も、高千穂製作所（のち

のオリンパス光学工業，現オリンパス）がその定

評のあるレンズだけでなく，シャッターやボディ

ーも自社生産した最初の機種として同社にとって

エポックメーキングなカメラである。 

 そして８㎜シネカメラではなくビデオカメラ

ということで今回は対象としなかったが，平成18

年度には鈴木毅氏から「液晶ビューカムＶＬ‐Ｈ



千葉県立現代産業科学館研究報告 16 号（2010.3） 

 - 16 - 

Ｌ３」を受け入れており（47），ビデオカメラもカ

メラの一つのジャンルとして捉えれば，さらに対

象となる資料は広がるが，ここでは両コレクショ

ンに含まれていないこともあり，除外した。 

 

５ おわりに 

 以上，本研究報告第14号掲載の拙著「当館のカ

メラコレクションについて」を補足する意味で，

平成21年度に受入・収蔵したカメラ関係資料（特

にカメラ中心）の概要を中心に記してきた。佐々

木コレクションと小久保コレクションの収蔵によ

り，当館はまとまった数のカメラ関係資料を保

管・活用する施設の一つとなった。この二つのコ

レクションの収蔵の契機は全くの偶然であり，そ

れまで当館には登録資料としてのカメラはわずか

２点しか収蔵されていなかったことからもわかる

ように，平成16年度まで積極的に収集していたわ

けではなかった。また，一口に産業技術資料とい

っても多岐にわたり，その中でカメラばかりが突

出するのは資料の収蔵のあり方としてバランスが

悪いのも事実ではある。しかし，個人でカメラを

コレクションしている方は多数存在するようであ

るが，まとまったカメラを収蔵・公開している施

設はそれほど多いとはいえない（48）。わが国が世

界一のカメラ大国といわれる現在，産業技術資料

の一種であるカメラを保存・継承する施設が千葉

県にあってもいいのではないかと思われる（49）。

ただ当館の弱点としては，カメラ産業は千葉県の

基幹産業には位置づけられないことである（50）。

しかし，当館が「現代産業」という名称を冠して

いる以上，これだけ普及しているカメラのあゆみ

を今に伝える資料群を収蔵している博物館（科学

館）であるとしても，全く的外れであるとはいえ

まい。幸いにしてカメラは小型のものが多く，数

量の割には収蔵庫をそれほど圧迫するものではな

いため，保存環境の整備は今後も努めていく必要

はあるものの，保管スペースの確保を維持しなが

ら収集していけば，当館ならではのコレクション

資料になり得るものと思われる。過去の３度の展

示会開催における新規来館者層の開拓やマスコミ

へのアピール，資料収集への機会増大等，当館の

活動においても有用な資料群であることも実感す

ることができた（51）。 

 しかし，当然ながらカメラは工業製品ゆえにそ

の生産個数が夥しいのも避けられない現実である。

カメラであれば全て集めるのかという意見やエポ

ック的なもののみを収蔵すればよいという意見，

大衆的なカメラの収蔵も含めてこそ他では見られ

ないカメラの宝庫になり得るという意見や資料価

値的に入手困難な資料に限定すべきという意見等，

収集範囲については議論の分かれるところではあ

る。いずれにしても，カメラは時代が新しくなる

ほど世代交代が著しく，クラシックカメラに限定

した収集のみではカメラのあゆみ全体を正確に把

握することは難しくなってきている。「とにかく残

す」といった視点の一方で，取捨選択する視点も

併せ持つ必要もあり，収蔵状況と併せて受入の可

否を検討していくべきであろう。現代の資料（工

業製品）を扱う以上，一般の歴史系博物館や美術

館等とは異なる資料収集方針を模索していく必要

がある（52）。 

あくまで個人的な意見だが，当館のようにまだ

文化財とは認識されない資料を扱う機会の多い館

の場合(53)，寄贈者の寄贈資料に対する心情として

は「もう不要なので」という場合と「大事なもの

だから」という場合とがある。前者の場合は，主

導権は当館にある。「とりあえずの保存」も可能と

なるからである。カメラを受け入れる場合も，そ

の点についての寄贈者の意思確認は大切である。

後者では寄贈者の意思をどれだけ当館が汲み取れ

るのかが重要である（きちんと残す方向での環境

整備を含む）。収蔵空間が手狭になっていたり，類

似資料がすでにある場合では，後者の資料受入は

困難であろう。逆に産業技術資料としてその資料

が産業史（例えばカメラ史）において貴重な資料

であり，当館以外で保存する施設が皆無である場

合は，後者のケースでも収集を積極的に検討すべ

きである。 

また，当館が博物館資料の対象は唯一無二の資

料のみ（これが従来の文化財像に近いであろう）

と限定すれば，特に産業技術資料（現代の資料が

多く，また工業製品等の大量生産品の側面もある）

の収集活動は困難となる。むしろそのような一点

ものの資料のみを扱っているわけではないと割り
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切り，受け入れた資料に対しても，今後不要とな

った資料については廃棄することに向き合う勇気

も必要である（できるだけそうならないようにす

ることに越したことはないが）。この点，積極的と

はいいつつも，当館における収蔵資料は寄贈者か

らの申込が前提の資料が多く，中には当館におい

て処分することを了解の上で受け入れている資料

もある。カメラも例外ではないが，産業技術資料

については，現時点で歴史的評価が未定の側面も

あり，また今後の評価の行方（例えば，同一機種

で稼動する資料を受け入れたために先行して受け

入れていたジャンク資料の収蔵理由の低下や程度

の良い資料が入ったことによる状態の悪い資料の

収蔵理由の低下等）により廃棄または登録資料か

ら外すことも考えられる。こうした前提を了解の

上での受入が行われるよって，博物館資料といえ

ども点数減の可能性があることも考慮していくべ

きではないか。 

 当館はカメラ専門博物館ではないゆえに，参考

資料も調査研究組織も未整備かつ未熟な点は拭え

ない。これまで作成した資料目録も未解明な部分

がまだあり，今後も補完・整備していく必要があ

る。そのような中，佐々木・小久保両コレクショ

ンの収蔵によって核となった資料群が，当館の収

蔵資料に一つの特色を示そうとしてきている。こ

れからも収蔵空間を圧迫しない範囲で着実な資料

収集を継続し，切り口を変えながらカメラを活用

した収蔵資料展等も計画していきたい。そのため

にもカメラに関する資料調査を地道に続けていか

なければならない。なお，今回掲示した目録の不

備や誤り等，お気づきの点で訂正箇所や指摘箇所

等があれば御教示いただければ幸いである。 

 最後に，佐々木・小久保の両コレクションの旧

蔵者である佐々木須磨子様（仲介者：榎美香氏），

小久保勝弘様には厚くお礼を申し上げます。また

資料整理では落合昭雄氏に御尽力いただきました。

そして佐々木コレクションや小久保コレクション

の中には，外国産カメラを中心に製造・発売年が

不明なカメラも少なくなかったため，その解明し

た部分については日本カメラ博物館の山本一夫氏

及び宮崎真二氏に大変お世話になりました。改め

て感謝の意を表する次第です。 

 

（註） 

（１）豊川公裕：当館収蔵のカメラコレクションについて

「千葉県立現代産業科学館研究報告」14（2008） 

（２）小久保コレクション（平成17年度受入分は第一次受

入分となる）の点数136点、佐々木コレクションの

点数279点でその合計は415点となり，この二大コ

レクションだけで常設展の展示資料等も含めた平成

18年度末時点での当館収蔵資料総点数2,096点の約

５分の１を占める。前掲豊川「当館収蔵のカメラコ

レクションについて」参照。 

（３）「カメラコレクション」展は，「昭和のクラシックカ

メラ‐佐々木コレクションから‐」で紹介できなか

ったカメラを中心に未展示であった小久保コレクシ

ョン（第一次受入分）の一部も加え，通史的という

よりカメラの時代性・機能や特徴等をテーマに 20

点程度ずつを各１か月単位で３期に分けて小展示で

ある。この「カメラコレクション」展を含む当館サ

イエンスドームギャラリー展示については，川端保

夫・金田幸代・豊川公裕：収蔵資料を活用したサイ

エンスドームギャラリーの展示と収蔵資料の管理に

ついて「千葉県立現代産業科学館研究報告」15（2009）

を参照。 

（４）当時，当館がその所在する地元自治体の市川市へ移

譲される可能性があったため，当館が受け入れても

資料等を引き継ぐ市川市の方で不要と判断すればそ

の資料は廃棄されるおそれがあった。そのため当館

では資料収集を一時凍結せざるを得なかった。これ

は当館が現在進行形の資料ともいえる産業技術資料

を扱っていること（必ずしも現時点での文化財的資

料を扱っているわけではないこと），対象資料が千葉

県にゆかりのあるものに限定されていないといった

産業技術資料ゆえの特殊性に大いに関係がある。よ

って仮預かり状態の資料については，整理を行いつ

つも最終的には寄贈申込者への返却や寄贈申込者と

相談の上での処分も念頭に置かれていた。なお，当

館の市川市への移譲は，平成21年度に白紙化された。 

（５）例えば，カタログ（紙資料のほかＣＤといった形態

のものもある）は当該資料のスペックを知るには好

資料であるが，博物館資料とするには拙速ではない

かと思われる側面も否定できない。しかし，戦前の

製品のカタログとなれば現状でも博物館資料（歴史
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資料）となり得ようし，今後経年により博物館資料

化する可能性はある。よってとりあえず参考資料と

して保管（または利用に供する）しておけば，将来

改めて登録化を検討することが可能である。この点，

当時の熊本県本渡市立天草アーカイブズの本多康二

氏が千葉県文書館で講演された際に，現在新聞折込

等で配布されているチラシを整理・保存することに

より，これが将来民俗的な資料として有用であろう

と考えられていることは興味深い一例である(平成

17年2月開催の千葉県史料保存活用連絡協議会主催

の平成16年度第3回研修会にて「市町村合併と公文

書保存の取り組み」と題して講演された中での発言)。

その講演要旨は千葉県史料保存活用連絡協議会編刊

「千葉史協だより」第21号（2005）に掲載されてい

るが，当該部分は紙面記録されていない。なお，当

面登録しない資料に関しては，旧蔵者とはよく相談

の上で了解を得ておく必要がある。因みに，工業製

品カタログの博物館資料化の可能性を論じたものに，

坂本永：科学系博物館資料としての工業製品カタロ

グに関する考察「千葉県立現代産業科学館研究報告」

13（2007）がある。 

（６）収蔵スペースが許せば，とりあえず資料を保管して

おく（確保しておく）ことは，資料（史料）保存の

見地から文書資料（紙資料）の分野ですでに行われ

ている。この点については，積極的な活動例として

千葉県長生郡睦沢町の歴史民俗資料館が挙げられる。

これについては，千葉県史料保存活用連絡協議会編

刊「千葉県史料保存活用連絡協議会研修会事

業’98・’99 公開シンポジウム」（2000）を参照。 

（７）小久保コレクション（一次受入分）の整理経過につ

いては前掲豊川「当館収蔵のカメラコレクションに

ついて」を参照。 

（８）一群の資料を整理する場合，文書資料（紙資料）の

分野では「原秩序尊重の原則」というのがある（文

書館用語集研究会編「文書館用語集」，大阪大学出版

会（1997））。「原秩序尊重の原則」は，整理前の秩序

を壊してはならないとの考えであり，「出所の原則」

（他の資料群と混同してはならない）と同様，資料

群を整理するにあたっての基本的考えであるが，小

久保コレクションについては収集資料であり，しか

も収集者本人が任意に抽出した資料を収集者本人に

より当館に持ち込まれたものであることから，「出所

の原則」は当然としても，「原秩序尊重の原則」には

こだわらなかった。ただし，持込順の整理・番号付

与は行っている。またカメラ及びその周辺資料の先

行受入は，秋から開催の「カメラの世界」展に間に

合わせるとの当館の事情があった（受入にあたって

は，整理のみにとどまらず，その資料についての調

査を行って概要把握を行わなければならないため，

それ以外の資料についての調査にはさらに時間を要

することが懸念されたため）。 

（９）小久保氏所蔵のカメラは，当館収蔵の小久保コレク

ションで完結しない。小久保氏の手元に残されてい

るカメラも存在する。そのため，「カメラの世界」展

の開催にあたって展示内容をさらに魅力的なものと

するため，小久保氏所蔵のカメラの一部を借用・展

示している（この点については佐々木コレクション

についても同様）。借用資料も展示したのは，カメラ

史を跡付けるにあたり，より多彩なカメラの紹介を

実現するとともに，展示を通して当館収蔵の小久保

コレクションの補完につながることにもなった。 

（10）前掲豊川「当館収蔵のカメラコレクションについて」

参照。 

（11）松尾惣一郎：オリンパスカメラのすべて⑤ハーフサ

イズカメラ・他 及び萩谷剛：オリンパスカメラの

すべて⑥ハーフサイズ一眼レフカメラ（いずれも「カ

メラレビュー クラシックカメラ専科 20 オリン

パスのすべて」，朝日ソノラマ（1992））参照。20機

種のうちには輸出専用のラピッド判も含む。なお，

「オリンパスペン」シリーズの解説には，同書を主

に参考としている。 

（12）「オリンパスの歩み」（「オリンパスＨＰ」所収）参照。 

（13）長野正：ツァイス・イコンのカメラ‐わがコレクシ

ョンの横顔‐「カメラレビュー増刊 クラシックカ

メラ専科」，朝日ソノラマ（1978）では，同形の「ポ

リスコープ」が紹介されており，1920年と明記され

ていたので当初はそれに倣ったが，よく見ると小久

保コレクションの「ポリスコープ」は，カメラを縦

型にした際にメーカー及びカメラ名がレンズボード

上面に位置するのに対して，長野氏の「ポリスコー

プ」は横に位置するという違いがあった。 

（14）ステレオカメラの歴史は古く，世界最初の市販カメ

ラである「ジルー・ダゲレオタイプ・カメラ」発売

後間もなくに早くも登場しているという。フランス
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のジュメル社がボックス型ステレオカメラの「ヴェ

ラスコープ」を19 世紀末に発売し，1920 年代まで

多数つくられ，「ポリスコープ」はそのコピー機の一

つといわれる。以上は高島鎮雄：ステレオ・パノラ

マ・特殊カメラ「カメラレビュー増刊 クラシック

カメラ専科」，朝日ソノラマ（1978）を参照。 

（15) 「カメラの世界」展開催中，見学者の中に横木製作

所の名前を懐かしく語られた方がおられた。また調

査でお世話になった日本カメラ博物館でもその存在

は承知されていた。 

（16）小久保氏を仲介者として筆者が写真館経営者から直

接聞き取りを行った際に，入手時期は「昭和50年代」

との情報を得たが，さらに具体的な年代を聞いたも

ののそれ以上はよく思い出せないとのことであった。

また同じく聞き取りで得た情報は，直接横木製作所

から打診を受けて購入したカメラとのことであった。 

（17）前出（14）の見学者からの情報によると，そのよう

な販売の仕方は通常は行われないとのことであった。 

（18）「写ルンです」という商品名は，その初代機から命名

されていたようだが，実際のパッケージやボディー

部等に当該名称は見当たらない（外装フィルムも含

む）。よって今回，目録上では資料名はフィルムの名

称であり実際にボディーに記載されている「フジカ

ラースーパー100ＨＲ」とし，カッコ書きで商品名を

付記した。むしろこの方が，（使い捨ての）カメラで

はなくレンズの付いたフィルムである、とする富士

写真フイルムの商品趣旨に適合しているのではなか

ろうか。 

（19）「Mac’nRoll Diary」ＨＰ及び「金属機械の魅力」

（「Range Finder」ＨＰ所収），「由美と比の趣味の廊

下：今月のカメラ 2008年８月号」（「TAKITAROの部

屋」ＨＰ所収）参照。 

（20）当館収蔵の「ワイドラックスＦ７」（番号：200604154）

は，撮影レンズが回転して横長の画面を得る本格的

なパノラマカメラであるが，これは1977年製である。

またパノラマ撮影を行うカメラは 1800 年代半ばに

は登場している。後者については，酒井修一：パノ

ラマカメラの歴史「カメラレビュー クラシックカ

メラ専科 11 コレクターズ情報満載」，朝日ソノラ

マ（1988）参照。 

（21）子安栄信：富士写真フイルムのカメラのすべて「カ

メラレビュー クラシックカメラ専科 44 富士写

真フイルムのカメラ」，朝日ソノラマ（1997）を参照。

なお，子安氏は「フジインスタントカメラＦＰ‐Ｕ

Ｌ」というように，「フォトラマ」をあえて名称に付

けていない（ただし冒頭に「インスタントカメラ（フ

ォトラマ）」と断っている）。 

（22）白松正：戦後50年の日本カメラのあゆみ「カメラレ

ビュー クラシックカメラ専科 35 日本のカメラ

50年 特別号」，朝日ソノラマ（1995）。 

（23）日本カメラ博物館運営委員会編「日本のカメラ誕生

から今日まで」日本カメラ博物館（1989）を参照。

なお「ミノルタα7000」について，発売年について

は昭和59年としている（日本写真機光学機器検査協

会編刊「日本の歴史的カメラ」（1986）でも同様）。

しかし「コニカミノルタＨＰ」や「カメラレビュー 

クラシックカメラ専科 12 ミノルタカメラのすべ

て」朝日ソノラマ（1988）では昭和60年としている

ので，小稿では後者に従った。 

（24）「ミノルタの歩み」（「コニカミノルタＨＰ」所収）の

1980年代の説明文参照。 

（25）「マビカ」という名は，世界初の電子スチルビデオカ

メラ（ただし試作機）を世に出して以来のソニーの

ブランド名である。当時すでにフラッシュメモリー

やスマートメディアといった記録媒体も登場してい

るが，「デジタルマビカＭＶＣ‐ＦＤ７」は，フロッ

ピィディスクを使用する点で電子スチルビデオカメ

ラの名残も感じさせる過渡期的なカメラとしての側

面も持っていた。 

（26）前掲子安「富士写真フイルムのカメラのすべて」参

照。 

（27）「写ルンですの歴史」（「写ルンです on the Web」Ｈ

Ｐ所収）参照。 

（28）ドイツ製カメラが日本人の憧れであり日本製カメラ

の手本であったことは，日本カメラ博物館運営委員

会編「ドイツのカメラ展」図録，日本カメラ博物館

（1990）の日本カメラ博物館長・森山真弓氏のあい

さつ文に次のように明記されていることからも窺え

る。 

      「ドイツのカメラといえば，長い間日本人のあこが

れの的でした。第二次世界大戦前は，ドイツの高級

カメラの値段はとても高く，東京での一戸建の家と

同じくらいだったといわれています。しかし，それ

でも，写真の好きな人は，いつかドイツのカメラを
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買いたいと夢見たものです。 

      ドイツのカメラはまた，長い間日本のカメラのお手

本でした。日本のカメラメーカーは，特に，今もな

お世界のカメラのリーダーのひとつであるライカに

追い付き，追い越すことを目標にしてきました。今

日，日本のカメラが世界一といわれるようになった

のも，このようなすばらしいお手本があったからこ

そです。（以下略）」 

（29）例えば「ライカ」に関する評価としては，「ライカ」

の趣味に関する著作や講演で有名なカメラマン・田

中長徳氏の次のような発言に集約されるのではなか

ろうか（田中長徳「くさってもライカ」，アイピーシ

ー（1994））。 

     「ライカほどその知名度が高いカメラはない。これ

は今でもそうである。ライカという名前には単なる

ブランドを超えた信仰とでもいえる強さがある。ド

イツは精密高級カメラの国である。そのイメージは

現代でも変わらない。そのなかでもライカの名はコ

ンタックス，ローライなどドイツの優秀カメラの中

で抜きん出ている。（以下略）」 

（30）例えばライカ通信編集部編「Ｍ型ライカヒストリー

ブック」，枻出版社（2003）の見出しに「往年のライ

カカメラは大きくわけると３種類」とあるように，

ライカがそのボディー構造により大きく３種類に分

かれるとする見解は諸書に見られるとおりである。

また，現在のライカカメラ社（エルンスト・ライツ

社の後身）に展示されている「ライカツリー」（系統

樹。各「ライカ」を系統的に展示）でもこの３系統

に分類されている。 

（31）「ライカⅠ（Ａ）」の名称については，前掲「ドイツ

のカメラ展」図録の表記を基にしている。ここでは、

初代機については従来「ライカＡ」や「ライカⅠ」

という表記が見られたが，「国際的にはⅠ型のタイプ

Ａといっているので」今後は「ライカⅠ（Ａ）」と表

記することにしたとある。小稿でもその考えに従っ

た。 

（32）片山良平：バルナック型ライカ図鑑「カメラレビュ

ー クラシックカメラ専科 24 バルナック型ライ

カ図鑑」，朝日ソノラマ，平成５年）参照。以下，バ

ルナック型ライカに関するデータは本書によってい

る。 

（33）前掲白松「戦後50年の日本カメラのあゆみ」参照。 

（34）「ライカを買おう」ＨＰ参照。 

（35）列記中，12）までは片山良平：Ｍ型ライカ図鑑「カ

メラレビュー クラシックカメラ専科 28 Ｍ型ライ

カ図鑑」，朝日ソノラマ（1995），13）・14）はライカ

通信編集部編「Ｍ型ライカヒストリーブック」，枻出

版社（2003），それ以降は「ライカを買おう」ＨＰを

参照。なお，特殊型の「ＭＰ」や記念発売の「Ｍ６Ｊ」

等も含め，一部省略したものもある。なお，当館のＭ

型ライカの情報に関してはこれらの書籍・ＨＰを参照

している。 

（36）前掲片山「Ｍ型ライカ図鑑」参照。 

（37）前掲日本カメラ博物館運営委員会「日本のカメラ誕

生から今日まで」参照。 

（38）なお，片山氏は前掲「Ｍ型ライカ図鑑」において，

「ＣＬ」のことを「厳密にはＭ型シリーズとは別の

系統に属するカメラと思われるが，昨今のコンパク

ト・ライカ群とは明らかにコンセプトが異なるし，

Ｍマウントを備えているので，本稿では一応Ｍ型ラ

イカの一員として取り上げた」と断っている。 

（39）前掲ライカ通信編集部編「Ｍ型ライカヒストリーブ

ック」参照。 

（40）片山良平：表で見るライカフレックス/ライカＲのす

べて「カメラレビュー クラシックカメラ専科 41 

Ｒ型ライカのすべて」，朝日ソノラマ（1997）参照。

Ｒ型ライカについては同書を参考とした。なお，16）

のみは「ライカカメラＡＧ」ＨＰ所収の「製品の歴

史」を参照。 

（41）高島鎮雄：ミノルタ35mm一眼レフカメラ「カメラレ

ビュー クラシックカメラ専科 12 ミノルタカメ

ラのすべて」，朝日ソノラマ（1988）参照。 

（42）前掲高島「ミノルタ35mm一眼レフカメラ」参照。 

（43）鈴木佐太郎：マミヤカメラのすべて マミヤシック

ス「カメラレビュー クラシックカメラ専科36 マ

ミヤのすべて」，朝日ソノラマ（1995）参照 

（44）菱田耕四郎：小西六のカメラヒストリー⑩戦後のカ

メラ「カメラレビュー クラシックカメラ専科 10 

小西六カメラの歴史」，朝日ソノラマ（1987）参照。 

（45）菊岡清：小西六のカメラストーリ－③明治41年～大

正 12 年「カメラレビュー クラシックカメラ専科

10 小西六カメラの歴史」，朝日ソノラマ（1987）参

照。 

（46）日本カメラ博物館では，2007 年 10 月に「デジタル
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カメラ ヒストリー」と題した特別展を開催し，1981

年の電子スチルビデオカメラ時代からのデジタルカ

メラのあゆみを歴史的に位置づけようと試みている。

こうして振り返ると，携帯電話における「写メール」

を先駆けとしたカメラ付き携帯電話の発展も今後カ

メラ史にどのように位置づけるのか，さらなる検討

を要するところである。 

（47）「会社情報・シャープの歩み」（「ＳＨＡＲＰ」ＨＰ所

収）の社史・1993年の項目では，「92年10月，全く

新しい概念のビデオカメラとしてデビューしたビデ

オカメラ，液晶ビューカムは，その使いやすさで，

一気に市場シェアをアップ，ムービー業界を変える

大ヒット商品となり，92年の『日経優秀製品・サー

ビス賞』では，約１万３千点の中から，最優秀賞16

点に選出されました」と謳っている。「液晶ビューカ

ム」のヒットにより、液晶モニターを見ながら撮影

するスタイルが定着しくようになった。当館で受け

入れた「ＶＬ‐ＨＬ３」は最大16倍の瞬間ズーム機

能や電話回線での映像の送受信も可能とした 1994

年発売の後継機である。 

（48）わが国におけるカメラ収蔵・公開施設としては，日

本カメラ博物館（東京都千代田区）をはじめとして，

ペンタックスカメラ博物館（栃木県益子町。ただし

平成21年７月閉館）や末廣クラシックカメラ博物館

（福島県会津若松市），ミュゼふくおかカメラ館（富

山県高岡市），桐生市郷土資料展示ホール（群馬県桐

生市）等がある。また，平成22年３月９日付け「日

本経済新聞」朝刊において，大手家電量販店のヨド

バシカメラが３月末閉館の新宿厚生年金会館の敷

地・建物を買い取り，古いカメラや写真を展示する

博物館を開館する計画を立てているとの記事が掲載

された。 

（49）千葉県内では，銚子市に個人による銚子カメラ博物

館が平成22年３月末に開館することとなった。 

（50）経済産業省経済産業政策局調査統計部編刊「平成16

年 工業統計調査 産業細分類別統計表」（2006）に

よると，千葉県の「写真機・同附属品製造業」の企

業数は３，同製造出荷額は約412百万円となってい

る。同年のわが国の「カメラ・交換レンズ」の総出

荷額をカメラ映像機器工業会編刊「平成21年版 日

本のカメラ産業」（2009）から求めると，1,599,990

百万円であることから，単純に比較はできないが，

カメラ産業に占める千葉県の割合は高くはない。 

（51）例えば「カメラの世界」展の場合，取材のあった新

聞社は，「朝日新聞」「読売新聞」「毎日新聞」「千葉

日報」「サンケイリビング」に及び，テレビでは「千

葉テレビ」の撮影があった。このため，アンケート

結果を見ても「カメラの世界」展への来館契機のト

ップは「新聞等で見て」というものであった（全体

の 28％）。また見学者層は，当館における小学生以

下の子供を連れたファミリー層という従来の一般的

来館者像より，65才以上を中心とした年配者層が中

心であった（アンケートの年齢層別記入者では 65

才以上がトップの 33％を占めた）。これは当館にす

れば新規来館者の開拓につながったことを意味する

ものといえる。またそして見学者の評価は「とても

おもしろい」「おもしろい」で合計 99％を占めてお

り，カメラに関心の高い人が多く来館されたことも

窺える。 

（52）当館の髙木博彦元副館長は，平成８年10月の「国宝

および重要文化財指定基準」の改正によって対象の

歴史資料分野に「科学技術」の項目が加わったこと

に注目し，今後産業技術資料を含めた科学資料の文

化財化に言及している。その際，科学技術資料なら

ではの動態保存の必要性を論じているが，さらに複

数の館が同一資料を保管している場合には，「一点は

現状保存に徹し，他を動態保存や機能保存にあてる

ことが可能である」として，博物館（科学館）の横

のつながり（情報共有）の必要性についても説いて

いる（髙木博彦：博物館における工業資料の保存・

管理について‐科学技術分野の重要文化財指定に関

連して‐「千葉県立現代産業科学館研究報告」12，

2006））。大量生産品の側面もある産業技術資料の保

存のあり方として一つの方向性を示しているといえ

よう。 

（53）同じ科学館でも，自然史系と理工系とでは資料収集

のあり方も異なる。特に理工系の場合は，博物館資

料としての登録に向かない実験装置系や体験装置系

の資料が多く，中には収蔵資料はない、とする科学

館も少なくない（当館職員の県外施設視察結果等に

よる）。当館の場合は「現代産業科学館」として産業

技術資料を「収集・保存活動」の対象として扱って

いる（千葉県立現代産業科学館編「千葉県立現代産

業科学館（概要）」，（1994）を参照）。 


